
１．事業概要

４．配慮内容【ステップ３】＜ 完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

【路線名】主要地方道 高崎渋川線
【箇 所】高崎市住吉町地内
【概 要】側溝工、縁石工、舗装工 L=300m

無電柱化及び歩道のバリアフリ－化により、安心して快適に利用出来る
開放的な道路空間を整備したものである。

２．現場の特徴【ステップ１】

・北高崎駅や高校・短期大学、商業施設等が位置する市街地である。
・歩行者や自転車の交通量が多い。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
安全して快適に利用できる開放的な道路空間

②どこから現場自体を見せるのか
道路利用者(歩行者、自転車、自動車)

③目指すべき目標像
電柱と架線の無い見通しの良い開放的な道路空間を創出する。
歩道のバリアフリー化により誰もが利用しやすい道路空間を創出する。

R4年度完成
事業名：社会資本総合整備(防災・安全)

(無電柱化推進計画支援) 歩道再整備工

区分

道路（市街地）

【整備前】電柱・電線の存在

所属名 高崎土木事務所

【整備後】安心して快適に利用出来る開放的な道路空間

事業箇所

歩道のバリアフリー化
・歩道段差や勾配の解消
・視覚障害者誘導用ブロックの設置

通行帯の分離
・自転車通行空間
（矢羽根型路面表示）の設置


